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【解　説】

2（1）　（数列）

となり合う2つの数の差が、「1（＝6－5）、2（＝8－6）、3（＝11－8）、…」という等差数列

になっています。

10番目の数までに、となり合う2つの数の差は9個（＝10－1）あります。

よって、1番目の数と10番目の数の差は（1＋9）×9÷2＝45です。

5＋45＝50

（2）　（差のつるかめ算）

18本すべて鉛筆を買うと、鉛筆の代金の合計はボールペンの代金の合計より50×18－80

×0＝900（円）高くなります。

鉛筆1本とボールペン1本を取りかえると、代金の合計の差は50＋80＝130（円）縮まるこ

とから、ボールペンを（900－380）÷130＝4（本）買ったことがわかります。

（3）　（平均の速さ）

片道の道のりを6と3の最小公倍数の6kmとして考えます。

すると、往復の道のりは6×2＝12（km）、往復にかかった時間は6÷6＋6÷3＝3（時間）と

なります。

12÷3＝4（km ／時）

（4）　（概数）

十の位を四捨五入して500になる整数Aの範囲は450以上549以下です。また、一の位を切

り捨てて300になる整数Bの範囲は300以上309以下です。

よって、A＋Bが最大になるのはA＝549、B＝309のときで、そのときの値は549＋309＝

858となります。

（5）　（面積の逆算）

三角形ABDの面積は12×15÷2＝90（cm2）です。

三角形AFDの面積は90－36＝54（cm2）です。

辺AF の長さは54×2÷12＝9（cm）です。

36×2÷9＝8（cm）

（6）　（表面積と体積）

右の図のように、3辺の長さを○、△、□とします。

○×△÷2＝12から、○×△＝24です。

また、○：△＝48：72＝2：3です。

このような条件にあてはまる○と△の組をさがすと、

○＝4cm、△＝6cmとわかります。 

○×□＝48から、□＝48÷4＝12（cm）です。 

よって、三角柱の体積は、12×12＝144（cm3）です。

12cm2

48cm2

72cm2

○

□

△
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3 　（集合）

（1）　Ａができた人は36× 5
9 ＝20（人）です。また、Ｂができた人は36×0.75＝27（人）です。

（2）　Ａだけできた人数を①とすると、Ｂだけできた人数は①×２＝②と表せます。

次の線分図から、少なくとも１題できた人数は①＋27人＝20人＋②となり、②－①＝①

は27－20＝7（人）にあたることがわかります。よって、両方ともできなかった人数は36

－7－27＝2（人）です。

4 　（割合）

（1）　250× 2
5 × 2

5 × 2
5 ＝16（ｍ）

（2）　6÷ 2
5 ÷ 2

5 ＝37.5（ｍ）

（3）　ボールは、「1度目に落ちる距離→1度目にはね上がる距離→2度目に落ちる距離→2度目に

はね上がる距離→3度目に落ちる距離→3度目にはね上がる距離」というように動きます。

1度目に落ちる距離（初めに落とした高さ）を1とすると、1度目にはね上がる距離と2度目

に落ちる距離の合計は1× 2
5 ×2＝ 4

5 、2度目にはね上がる距離と3度目に落ちる距離

の合計は1× 2
5 × 2

5 ×2＝ 8
25  、3度目にはね上がる距離は1× 2

5 × 2
5 × 2

5 ＝
8

125 と表せます。

よって、ボールの動いた距離273ｍは1＋ 4
5 ＋ 8

25 ＋ 8
125 ＝2 23

125 にあたることがわ

かります。

273÷2 23
125 ＝125（ｍ）

5 　（正三角形と正六角形）

（1）　右の図のように長さがわかるので、6＋3＋3＋3＝15（cm）です。

　　　　

（2）　次の図のように切り分けると、正六角形は一辺3cmの正三角

形6個分、正三角形は一辺3cmの正三角形4個分になります。

　　　　　　　　　　　　　

　　

よって、面積比は、6：4＝3：2です。

36人

① ②

Ａができた20人

Ｂができた27人 両方ともできなかった人数

6cm

3cm

3cm

3cm
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（3）　右の図のように一辺1cmの正三角形3個が

はみ出るように重ねたとき、

重なった部分の面積は最大になります。

正六角形の面積は一辺1cmの正三角形3×3

×6＝54（個分）で、このとき、重なった部

分の面積は、6×6－1×3＝33（個分）にな

ります。

よって、正六角形の面積を1としたとき、

重なった部分の面積は、最大で、1× 33
54

＝ 11
18 となります。

6 　（演算）

（1）　13→16→8→4→2→1より、5回です。　

（2）　次の図のように、1から逆にたどって考えると、7、20、26、29、64とわかります。

（3）　（2）の図をもとに、回数と、偶数の個数、奇数の個数の関係を考えます。

「5回の操作で1になる数」のうち、偶数は2個あり、これは4回の操作で1になる数の個数の

合計に等しいとわかります。また、奇数は1個あり、これは4回の操作で1になる偶数の個

数に等しいとわかります。

同様に、「6回の操作で1になる数」のうち、偶数は3個あり、これは5回の操作で1になる数

の個数の合計に等しいとわかります。また、奇数は2個あり、これは5回の操作で1になる

偶数の個数に等しいことがわかります。

この関係をもとに、次の表のように調べると、10回の操作で1になる数は34個あり、その

うち偶数は21個とわかります。

1cm

1cm1cm

64

←
32 ← 29

←
16 ← 13 ← 26

←
1 ← 2 ← 4 ← 8

←

5 ← 10 ← 20
←

7
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7 　（図形の規則性）

（1）　1回の置き換えで1個の直線部分の長さは 1
3 になるので、この置き換えを2回行った後の

1個の直線部分の長さは

81× 1
3 × 1

3 ＝9（cm）になります。

（2）　1回の置き換えで1個の直線部分は4個の直線部分になるので、この置き換えを3回行った

後の直線部分の数は

4×4×4＝64（個）になります。

（3）　1回の置き換えで1個の直線部分の長さは 1
3 になるので、この置き換えを5回行った後の

1個の直線部分の長さは

81× 1
3 × 1

3 × 1
3 × 1

3 × 1
3 ＝ 1

3 （cm）になります。

よって、この置き換えを5回行った後の折れ線ABの全長は
1
3 ×4×4×4×4×4＝341 1

3 （cm）とわかります。

8 　（立体の切断）

（1）　30×30÷2×20× 1
3 ＝3000（cm3）

（2）　①　できる切り口は次の図１のような三角形PBDになります。

　　BDを底辺と考えると、PHの長さが最短のとき、三角形PBDの面積が最小になります。

　　 PHの長さが最短になるのは、Pが次の図２のようにOAとPHが垂直になる位置のと

きです。

　　 PH＝15×20÷2×2÷25＝12（cm）なので、三角形PBDの面積は、30×12÷2＝180

（cm2）となります。

回数（回） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
偶数（個） 1 1 1 1 2 3 5 8 13 21
奇数（個） 0 0 0 1 1 2 3 5 8 13
合計（個） 1 1 1 2 3 5 8 13 21 34

A

Ｂ

C

（図１）

D

Ｏ

P

H

A

（図２）
Ｏ

P

H

20cm

30÷2＝15（cm）

25cm
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②　 Cを含む立体の体積は、四角すいO－ABCD

の体積から三角すいA－PBDの体積をひいて

求めます。

　 三角形OAHと三角形HAPは相似で、相似比

はOA：HA＝25：15＝5：3です（図３参照）。

　PA＝HA× 3
5 ＝15× 3

5 ＝9（cm）

 ……三角すいA－PBDの高さ

　3000－180×9× 1
3 ＝2460（cm3）

A

（図３）
Ｏ

P

H
15cm

25cm
⑤

③

×
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問７
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5352
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（会）（日間）

（満）

676665 68

4

（1） （2）

34

ため。

問４

35

46

加工（かこう） ウ 原子力発電所の運転を

イギリス 衣類（いるい）

財閥（ざいばつ）

ア

イ エ ア

ア ウイ

イイ 文治 ウ エ

生 活 に 苦 し む 御 家 人 を

救 済 す る

アジア・アフリカ諸国の加盟国数が増加したため、

総会で欧米諸国の考えと異なる結論が出る可能性

が生まれた。ウ イ イ ア エ

イ

150 ウ ア

エ オ カ 30エ

ア エ

エ

エ アウ ア

イ ウウ ウ

公聴（こうちょう）

無党（むとう）与（よ）
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【解　説】
1　貿易に関する問題
問１　加工貿易は原材料や燃料を輸入し、
これらを製品などに加工して輸出する貿
易形態で、技術水準の高い国に見られま
す。
問２　日本は貿易摩

ま

擦
さつ

を解消したり、生産
費を下げる目的などから現地生産を進め
てきましたが、その結果製品輸入が増加
しました。日本企

き

業
ぎょう

の現地生産が進むと
国内の工場が閉

へい

鎖
さ

されて製造業が衰
すい

退
たい

す
る、産業の空

くう

洞
どう

化
か

を招きます。
問３　2011年に発生した東日本大

だい

震
しん

災
さい

以
い

降
こう

、原子力発電所の運転がほとんど停止
されたため、石油や液化ガスなど燃料の
輸入が急増しています。現在は鹿児島県
の川内原子力発電所が、2015年以降再
稼働しています。
問４　2015年の日本の貿易額は、輸出が
約75兆6139億円、輸入が約78兆4055億
円で、貿易収

しゅう

支
し

は約２兆7916億円の赤
字でした。
問５　集積回路は小型かつ軽量である割

わり

に
価格が高いため、製品価格に占

し

める輸送
量の割

わり

合
あい

が小さくなり高額な航空運
うん

賃
ちん

に
も耐

た

えられることから、空港での取
とり

扱
あつかい

量
りょう

が多くなっています。
問６　アは鉄

てっ

鋼
こう

、イは自動車、ウは石油製
品、エは半導体製造装

そう

置
ち

の輸出先です。
問７（１）アはアメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

、イは香
ほん

港
こん

、ウはオーストラリア、エはカタール
との貿易を示したグラフです。
　（２）日本が野菜を最も多く輸入してい
る国は中国で、野菜の輸入量の約51％
が中国からとなっています。
問８　イギリスは2016年６月に行われた
国民投票で、賛成51.89％でヨーロッパ
連合からの離

り

脱
だつ

が決まりました。
問９　中国からの衣類の輸入は金額にして

約２兆2800億円で、日本の衣類の輸入
の約67％を占めます。以下ベトナム、
インドネシア、イタリアと続きます。
問10　経

けい

済
ざい

連
れん

携
けい

協定（EPA）は貿易の自
由化、知的財

ざい

産
さん

権
けん

の保護、労働力の移動
など幅

はば

広
ひろ

い分野での連携をめざす協定で
す。FTAは自由貿易協定、TPPは環

かん

太
たい

平
へい

洋
よう

経済連携協定、PKOは国連平和維
い

持
じ

活動の英語の略
りゃく

称
しょう

です。

2　日本の歴史に関する問題
問１　『後

ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

には、後漢の光
こう

武
ぶ

帝
てい

が57年に金印を奴
なの

国
こく

王
おう

に与
あた

えたと記
されています。奴

なの

国
くに

は１世紀から３世紀
にかけて、現在の福

ふく

岡
おか

県博多地方にあっ
た小国で、金印には『漢委奴国王』と刻

こく

されています。金印は1784年に福岡県
の志

し

賀
かの

島
しま

で発見されました。
問２　遣

けん

隋
ずい

使
し

は600年から618年の18年間
に５回以上派

は

遣
けん

されています。隋に日本
との軍事交流を求めた事実はありませ
ん。
問３　坂

さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

は797年に桓
かん

武
む

天
てん

皇
のう

に
征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任命され、802年には蝦
え

夷
ぞ

の族長アテルイを降
こう

伏
ふく

させ、胆
い

沢
さわ

城
じょう

や志
波城を築くなどして、朝廷の力が東北地
方に及ぶ上で大きな貢

こう

献
けん

をしました。
問４　鎌

かま

倉
くら

時代の中
なか

頃
ごろ

から御
ご

家
け

人
にん

の生活は
苦しくなっていましたが、元

げん

寇
こう

の恩賞が
不十分だったため、経済的にさらに打

だ

撃
げき

を受け、次第に幕
ばく

府
ふ

に対する不満が高ま
っていきました。そのため幕府は永

えい

仁
にん

の
徳政令を発布しましたが、効果はありま
せんでした。
問５　応

おう

仁
にん

の乱
らん

は将
しょう

軍
ぐん

家
け

内部の対立に、守
護大名の細川勝元と山

やま

名
な

宗
そう

全
ぜん

の対立など
が関係したことなどから1467年に始ま
りました。この争いは11年間続き、そ
の結果京都の町はすっかり荒

こう

廃
はい

してしま
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いました。応仁の乱以後幕府の権力は衰
おとろ

え、支配地
ち

域
いき

は山
やま

城
しろ

一国のみとなりまし
た。乱を避

さ

け多くの貴
き

族
ぞく

や僧
そう

が地方に下
りましたが、この結果都の文化が地方に
広まるきっかけになりました。イは
1336年～1392年のことです。
問６　島原・天草一

いっ

揆
き

は、島原・天草両地
方の領主の年

ねん

貢
ぐ

が重いなどの圧政に耐え
かねたキリシタンを含

ふく

む農民が、少年天
あま

草
くさ

四
し

郎
ろう

時
とき

貞
さだ

を中心として起こしました。
江戸幕府は乱を起こした農民たちがたて
こもった原

はら

城
じょう

跡
あと

をオランダ船に頼
たの

んで砲
ほう

撃
げき

してもらうなど、鎮
ちん

圧
あつ

するのに大変苦
労しました。江戸幕府はキリスト教の信
者による一揆や、ポルトガル・スペイン
両国による侵

しん

略
りゃく

を恐
おそ

れたこと、経済力の
あるキリシタン大名と信者が結びつくこ
とを防ぐこと、などの理由からキリスト
教を厳

きび

しく禁止し、キリシタン摘
てき

発
はつ

のた
めの絵踏を九州北部を中心に厳しく実

じっ

施
し

し、また寺請制度を始めました。イは
1485年の山城国一揆後のことです。
問７　文治政治とは武力で威

い

圧
あつ

する武断政
治とは異

こと

なり、朱
しゅ

子
し

学
がく

など儒
じゅ

教
きょう

の考えに
基づいて統治を行う政治のことで、４代
将軍徳

とく

川
がわ

家
いえ

綱
つな

から７代将軍徳川家
いえ

継
つぐ

の時
代の政治です。生類憐

あわれ

みの令は、第５代
将軍の徳川綱

つな

吉
よし

により1685年に出され
たものが最初で、以後繰

く

り返
かえ

し出されま
した。1709年の綱吉の死とともに撤

てっ

廃
ぱい

されました。
問８　囲米は飢

き

饉
きん

に備えて米を貯
ちょ

蔵
ぞう

させた
制度で、1789年に発令されました。米
は腐
くさ

るため籾
もみ

で貯えられました。アの倹
けん

約
やく

令
れい

は江戸幕府や大名によって出された
倹約を強制する法令で、たびたび発令さ
れました。イの上知令は天

てん

保
ぽう

の改
かい

革
かく

の時
の1843年に出された法令、エの上げ米
の制は1722年から30年にかけて実施さ

れました。
問９　大

おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

は天保の大
だい

飢
き

饉
きん

により大
おお

阪
さか

でも多数の被害者が出たにもかかわら
ず、何も対

たい

策
さく

をとらなかった町
まち

奉
ぶ

行
ぎょう

所
じょ

に
憤
ふん

激
げき

し、1837年２月に門弟らと挙兵し
ました。この乱の影

えい

響
きょう

は大きく、以後各
地で「大塩門弟」と称

しょう

する一揆や騒
そう

動
どう

が
起きました。
問10　武家政治は、鎌倉幕府が成立し武
家による政

せい

権
けん

が発足した1185年頃から、
大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

が行われた1867年までの約700
年間続きました。
問11　西南戦争は1877年に起きた、士族
による最大の反

はん

乱
らん

です。背
はい

景
けい

には武士の
特
とっ

権
けん

を奪
うば

う明治政府の政
せい

策
さく

があるとされ
ていて、廃

はい

刀
とう

令
れい

や四民平等なども含まれ
ます。徴兵令が制定されたのは1873年、
大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が発布されたのは1889
年、千島樺太交換条約の締結は1875年、
韓国併合は1910年のことです。
問12　1937年に北京郊

こう

外
がい

の盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

で起き
た日中両軍の衝

しょう

突
とつ

が、日中戦争の発
ほっ

端
たん

と
なりました。国家総動員法は1938年に
近衛内

ない

閣
かく

によって発布された法
ほう

律
りつ

です。
二・二六事件が起きたのは1936年、世
界恐慌が起きたのは1929年です。満州
国は柳

りゅう

条
じょう

湖
こ

事
じ

件
けん

をきっかけに満州を占
せん

領
りょう

した関東軍を中心にして、1932年に建
国されました。
問13　財

ざい

閥
ばつ

とは一族によって出資された
親会社を中心とした企

き

業
ぎょう

集団のことで、
三
みつ

井
い

、三
みつ

菱
びし

、住友の他に安田を加えた四
大財閥の他に浅野、古河などの財閥があ
りました。財閥は1945年から1952年に
かけて、GHQにより解体されました。

3　国際連合に関する問題
問１　国際連合（以下国連）の本部は、ア
メリカのニューヨークにあります。
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問２　国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

は、アメリカ大統領ウィル
ソンの提案に基づいて1920年に発足し
ました。社会主義国のソ連、第一次世界
大戦の敗戦国であったドイツの参加は当
初認められていませんでした。
問３　国連総会では加

か

盟
めい

国全てが、各国１
票の投票権を持って議決に参加し、通常
の総会は毎年９月中

ちゅう

旬
じゅん

から12月中旬ま
で開

かい

催
さい

されます。平和を侵
おか

す行
こう

為
い

に対し
て安全保

ほ

障
しょう

理事会が拒
きょ

否
ひ

権
けん

によって機能
しない場合は、総会が加盟国に集団的・
軍事的措置を行使できますが、このこと
を「平和のための結集決議」といいます。
問４　安全保障理事会は、アメリカ、ロシ
ア、イギリス、フランス、中国からなる
常任理事国５か国と、任期２年の非常任
理事国10か国の計15か国から構成され
ています。手

て

続
つづ

き事項については９か国
以上の賛成、重要事項についてはすべて
の常任理事国を含む９か国以上の賛成を
必要とします。５常任理事国には拒否権
が認
みと

められ、１か国でも反対をすれば決
議が成立しないようになっています。
問５　韓

かん

国
こく

出身の潘
パン

基
ギ

文
ムン

事務総長は2007
年１月１日に就

しゅう

任
にん

し、2016年まで事務
総長を務めます。イの朴

パク

槿
ク

恵
ネ

は韓国の大
統領、ウの習

シュウ

近
キン

平
ペイ

は中
ちゅう

国
ごく

共
きょう

産
さん

党
とう

中央委員
会総書記、エの李

イ

明
ミョン

博
バク

は韓国の前大統領
です。
問６（１）緒

お

方
がた

貞
さだ

子
こ

氏は国連難
なん

民
みん

高等弁務
官を1990年から2000年の間、務めまし
た。天

あま

野
の

之
ゆき

弥
や

氏はIAEA（国際原子力機
関）の事務局長を2009年から務め、現
在２期目となっています。明石康氏は国
連事務次長などを、小

お

和
わ

田
だ

恆
ひさし

氏は国
こく

際
さい

司
し

法
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

などをそれぞれ歴任しまし
た。
　（２）WHO（世界保健機関）は1948年
に設立された国連の専

せん

門
もん

機関で、本部は

スイスのジュネーブにあります。WTO
は世界貿易機関、ILOは国際労働機関、
FAOは国連食

しょく

糧
りょう

農業機関の略
りゃく

称
しょう

です。
問７（１）アメリカは1945年以

い

降
こう

、中国
は1964年以降、インドは1998年にそれ
ぞれ核

かく

実験を行っています。イラクの核
実験は確

かく

認
にん

されていません。
　（２）CTBT（包

ほう

括
かつ

的
てき

核実験禁止条約）
には多くの国が賛成しましたが、３か国
が反対し、５か国が棄

き

権
けん

しました。核拡
かく

散
さん

防止条約（NPT）は1968年に、部分
的核実験停止（禁止）条約（PTBT）は
1963年にそれぞれ調印されました。戦
略兵器削

さく

減
げん

条約（START）はアメリカ
合衆国とロシアの間で結ばれた条約で
す。
　（３）日本は子どもの権

けん

利
り

条約について
は1994年に、人種差別撤

てっ

廃
ぱい

条約につい
ては1995年に、女子差別撤廃条約につ
いては1985年にそれぞれ批

ひ

准
じゅん

していま
す。死

し

刑
けい

廃
はい

止
し

条
じょう

約
やく

については、日本国内
に死刑存

そん

続
ぞく

の声も多くあり、批准されて
いません。
　（４）国連環

かん

境
きょう

開発会議は、1992年にブ
ラジルのリオデジャネイロで開かれた会
議で、持続可能な開発という考えのもと
に、地球環境を守りながらどのように開
発を進めていくか、などが議題となりま
した。

4　国会に関する問題
問１　選挙の原則は一

いっ

般
ぱん

的
てき

には、普
ふ

通
つう

選挙、
秘
ひ

密
みつ

選挙、平等選挙の他に自由選挙、直
接選挙となっています。
問２　衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員の定数は2014年以降、
480人から475人に変

へん

更
こう

されました。小
選挙区から295人、11の比例区から180
人が選出されます。小選挙区制は一選挙
区から１名の代表を選出する方法で、有

ゆう
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権
けん

者
しゃ

が候
こう

補
ほ

者
しゃ

をよく知ることができる反
面、死票が多くなるなどの短所もありま
す。
問３　国会議員の被

ひ

選
せん

挙
きょ

権
けん

については、公
職選挙法で定められています。参議院議
員の被選挙権の年

ねん

齢
れい

が30歳
さい

と、衆議院
議員の25歳よりも高くなっているのは、
参議院議員にはいろいろな分野の知識や
経験を持った人がなり、衆議院の行き過
ぎを抑

おさ

えることが理想とされているため
です。
問４　通常国会（常会）は毎年１回１月か
ら会期150日間で開かれます。
問５　特別国会（特別会）は、衆議院の解
散による総選挙の日から30日以内に召

しょう

集
しゅう

される国会で、すべての案件に先だっ
て内閣総理大臣の指名を行います。臨

りん

時
じ

国会（臨時会）は内閣が必要と認めた時
など、参議院の緊

きん

急
きゅう

集会は、衆議院の解
散中に次の国会の召集を待てないほど緊
急なことがあった場合に開くことができ
ます。この緊急集会で決まった内容は、
次の国会開会後10日以内に衆議院の同
意を得なければ、その効力を失います。
問６　国会の本会議の定足数については、
憲
けん

法
ぽう

第56条で、「両議院は、各々その総
議員の三分の一以上の出席がなければ、
議事を開き議決することができない。」
と定められています。また国会の本会議
の表決については、同じく憲法第56条
で、「両議院の議事は、（中略）出席議員
の過半数でこれを決し、可

か

否
ひ

同数のとき
は、議長の決するところによる。」と定
められています。
問７　公

こう

聴
ちょう

会
かい

は予算案など重要な議案につ
いては必ず開くことになっています。
問８　法

ほう

律
りつ

の制定（これは再議決を必要と
します）、予算の議決、条約の承

しょう

認
にん

、内
閣総理大臣の指名については、衆議院の

優
ゆう

越
えつ

が認
みと

められています。また衆議院に
は、予算の先議権と内閣不信任の決議を
することが認められています。憲法改正
の発議は各議院の総議員の３分の２以上
の賛成で国会が発議することができます
ので、衆議院にのみ認められているわけ
ではありません。衆議院の優越が認めら
れる理由は、衆議院の方が参議院よりも
任期が短く解散もあるため、国民の意思
をより反

はん

映
えい

している、と考えられている
からです。
問９　憲法第３条で、「天皇の国事に関す
るすべての行為には、内閣の助言と承認
を必要とし、内閣が、その責任を負う。」
と定められている通り、国会ではなく内
閣の仕事です。
問10　日本では議院内閣制に基づき、国
会で多数の議席を占めた政

せい

党
とう

が内閣を組
織し政権を担

たん

当
とう

します。多数党は与
よ

党
とう

と
なって内閣を支持します。与党とは行政
府に与

くみ

する政党という意味で、対義語の
野党は在野の政党という意味です。
問11　無

む

党
とう

派
は

層
そう

はどの政党も支持してい
ない有権者などのことを指します。近年
無党派層は増加していて、当選するには
無党派層の支持を得ることが重要だと言
われています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点

社会─解答と解説



小学6年  理科  ── 解答と解説

1

2

4

3

（8） （9）（7）

32 33 34

個

（5） （6）（4）

29 （完答）30

31

（1） （2）

（完答）26 27

（3）

28

（10）

35

36 （完答） 37 （完答） 38 39

（1） （2） （3） （4）

置換法 cm3

5

5453525150

（1） （2） （3） （4） （5）

cm

44 45 46 （完答）47

（1） （2） （3） （4）

と

40 41 42 43

（5） （6） （7） （8）

cm3 （L）

（完答）4948

（5） （6）

　→　　　→　　　→　　　→

頭

胸

腹

ミツバチの幼虫は

から。

L

cm g g cm

2524232221

（1） （2） （3） （4） （5）

（回）

□1　各3点×5＝15点
□2　（3）（10）各4点×2＝8点
　　（6）（7）（8）（9）各3点×4＝12点
　　他各2点×4＝8点
□3　各3点×8＝24点
□4　各3点×6＝18点
□5　各3点×5＝15点

計100点

（配点）

88 ウ 67

さなぎ イ・オ

ウ・オ 4

イ ア　エ　ウ　オ　イ

水上 イ・エ ア・ウ 180

2 12575 1.25 6.25

ウ エア イ B

しゅう曲 ぎょう灰岩 二酸化炭素 E　　F

25 水蒸気 3 5

つ め の よ う な 足 が ６ 本

と 吸 ば ん の よ う な 足 が

１ ０ 本 あ る 。

　 　 　 巣 の 中 に い て 、 成 虫

に 世 話 を さ れ て い る 　 　
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【解　説】

1　手回し発電機についての問題

（1）手回し発電機のハンドルを図のよう

に時計回りに回すと、赤色の導線が＋極

で、黒色の導線が－極となるようなかん

電池と同じ役割になります。このときに

つくられる電気は、ハンドルを速く回す

ほど大きくなる性質があります。

（2）手回し発電機は、人の手がハンドルを

回すエネルギーを電気のエネルギーに変

えている道具なので、豆電球を明るくつ

けるために大きな電流を発生させようと

すると、手ごたえも重くなります。

（3）ハンドルを反時計回りに回すと、発生

する電流の向きも反対になります。豆電

球は逆向きに電流が流れても点とうしま

すが、発光ダイオードには流れる電流の

向きが逆になると点とうしなくなる特ち

ょうがあります。

（4）コンデンサーは電気をたくわえる性

質のある電子部品で、まだ電気のたくわ

えられていないコンデンサーに手回し発

電機をつないでハンドルを回すと、電流

がコンデンサーへ流れて充電されていき

ます。しかし、コンデンサーがたくわえ

る電気の量には限りがあるため、コンデ

ンサーに十分に電気がたくわえられると

電流は流れなくなり、ハンドルの手ごた

えは軽くなります。

（5）発光ダイオードは、流れる電流が小さ

くても点とうする性質があるため、コン

デンサーにたくわえられた電気を少しず

つしか消費しません。よって、発光ダイ

オードの方が長く点とうします。

2　モンシロチョウについての問題

（1）モンシロチョウの幼虫は、アブラナ・

ダイコン・キャベツなどのアブラナ科の

植物の葉を食べて生活しています。ナミ

アゲハの幼虫はミカン科の植物の葉を、

キアゲハはパセリやニンジンなどのセリ

科の植物の葉を食べます。レタスはキク

科の植物なので、モンシロチョウの幼虫

が食べることはありません。

（2）卵からふ化して出てきたばかりの幼

虫を１令幼虫といい、それから４回脱皮

をするたびに体を大きくして、やがて５

令幼虫になります。

（3）図２にえがかれたアオムシ（モンシロ

チョウの幼虫）を観察すると、体の片側

につめのような足が３本（両側で６本）

と、吸ばんのような足が５本（両側で10

本）あることがわかります。つめのよう

なあしは、成虫になるともっと長くなっ

て花に止まったりするときに使います

が、葉の上を移動するときに用いる吸ば

んのような足は、さなぎの間になくなっ

てしまうため、成虫では見ることができ

ません。

（4）モンシロチョウは卵→幼虫→さなぎ

→成虫の順に育ちます。このように幼虫

からさなぎの時期を経て成虫になる育ち

方を完全変態とよんでいます。

（5）カマキリ・バッタ・コオロギ・セミ・

トンボなどは、卵→幼虫→成虫の順に育

ち、さなぎの時期がありません。このよ

うに、さなぎの時期のない育ち方を不完

全変態とよんでいます。

（6）昆
こん

虫の体は、頭・胸
むね

・腹の３つに分か
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れていて、６本（３対）の足はいずれも胸

の部分から出ています。

（7）表を見ると、初めに100個あったモン

シロチョウの卵が期間内に12個死んで

しまったことがわかるので、幼虫になれ

たものは、100－12＝88（匹）になります。

（8）それぞれのすがたでいる期間が明ら

かになっていないため、１日あたりの死

亡率がどうなっているかはわかりませ

ん。また、88匹いた幼虫のうち83匹が

死んでしまったので、死亡率は83÷88

×100＝94…（％）となり、幼虫の期間が

最も死亡率が高いといえます。卵の期間

では、100個のうちで12個死んだことか

ら、その死亡率は12÷100×100＝12（％）

になります。モンシロチョウの幼虫は小

鳥に食べられてしまうことのほかに、ハ

チに寄生されてしまうものも多く、より

詳しい観察によって確かめないと死ぬ原

因について確かなことはいえません。よ

って、観察の結果からわかることとして

正しいものは、ウとなります。

（9）この観察では、100個の卵から３匹の

成虫が育っています。自然界において、

同じ割合で成虫になれると仮定すると、

最低でもオスとメスでそれぞれ１匹ずつ

合計２匹の成虫がいないと、モンシロチ

ョウは卵をうむことができなくなってし

まいます。このことから、卵をうむこと

ができる２匹の成虫に育つためには、

100× 2
3 ＝66.6…（個）の卵がなければ

ならず、うむべき卵の数はこれを切り上

げて67個になります。

（10）モンシロチョウとちがってミツバチ

の幼虫は巣の中にいて、成虫に世話をさ

れて生活しているため、外部の敵に見つ

かって食べられてしまうことがほとんど

なく、えさの心配をすることもないため、

幼虫の時期の死亡率が小さくなります。

3　水素の発生と性質についての問題

（1）図では、三角フラスコ内で発生した気

体が、ガラス管を通って集気びんの中に

あつめられています。このとき、発生し

た気体がまわりの空気と混ざることのな

いように、集気びんの中を水で満たして

おき、水と発生した気体を置きかえるよ

うにして集めています。この気体の集め

方を水
すい

上
じょう

置換法とよんでいます。

（2）うすい塩酸は亜鉛のほかにも、アルミ

ニウム・マグネシウム・鉄などといった

金属とも反応して水素を発生させます。

また、水酸化ナトリウム水溶液とアルミ

ニウムが反応しても水素が発生します。

銅はうすい塩酸にも水酸化ナトリウム水

溶液にも溶けることがありません。

（3）水素は、同じ体積の空気とくらべても

約0.07倍ほどの重さしかなく、地球上で

最も軽い気体です。また、水に溶けにく

いといった性質や、試験管などに入れて

点火すると小さなばく発が起こったりす

る特ちょうもあります。

（4）加える亜鉛の量を0.2gから0.4gへ２倍

に増やし、加える塩酸の量を10cm3から

40cm3へ４倍に増やしたときに、発生し

た水素の量が48cm3から144cm3へ３倍に

な っ て い る こ と か ら、0.2gの 亜 鉛 に

10cm3の塩酸を加えたときには、亜鉛の
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一部が反応せずに残った状態で、0.4gの

亜鉛に40cm3の塩酸を加えたときには、

塩酸の一部が反応せずに残った状態であ

ると考えられます。このことから、亜鉛

0.4gに３倍の塩酸30cm3を加えたときに、

どちらもあまることなく反応して水素が

144cm3発生することがわかります。し

たがって、亜鉛の量を0.4gから0.5gへと
5
4 倍に増やして、これに十分な量の

塩酸を加えることで亜鉛をすべて溶かす

と、144× 5
4 ＝180（cm3）の水素が発生

すると考えられます。

（5）（4）により、0.4gの亜鉛と30cm3の塩酸

が過不足なく反応することがわかってい

るので、亜鉛の量を0.6gに増やしたとき

は、30× 0.6
0.4 ＝45（cm3）の塩酸を加えな

いとすべての亜鉛が溶けません。したが

って、すでに20cm3の塩酸を加えている

ことから、45－20＝25（cm3）の塩酸をさ

らに加えなければすべての亜鉛が溶けな

いことがわかります。

（6）水素を燃やすと、空気中の酸素と結び

ついて水ができます。水素と酸素があま

ることなく反応して、容器内は気体Ａだ

けになったとあることから、水蒸気が正

しい答えとなります。なお、この反応に

おいて水素の量が多いと、反応に大きな

音や振動をともなう場合があるためとて

も危険です。

（7）水素２Lと酸素１Lとがどちらもあま

ることなく反応して、水蒸気だけになる

ことがわかっているため、表により、水

素４Lと酸素２Lから水蒸気が４Lでき

るとわかります。そこで、水素３Lを燃

焼させたときは、3× 1
2 ＝1.5（L）の酸

素としか結びつかず、容器内には反応し

ていない酸素が、2－1.5＝0.5（L）残って

います。このことから、反応後にある

3.5Lの気体のうち、3.5－0.5＝3（L）が発

生した水蒸気であるとわかります。

（8）酸素２Lは、2× 2
1 ＝4（L）の水素と

反応して４Lの水蒸気が発生し、5－4＝

1（L）の水素が反応せずにあまっている

ため、容器内に残った気体の合計は、4

＋1＝5（L）になります。

4　地層のでき方についての問題

（1）Ｄ層〜Ｇ層を見ると、しまもようが曲

線を描くように大きく層が曲がっている

ことがわかります。これをしゅう曲とい

い、両はしから押されるような大きな力

が長い時間加わってできたものです。

（2）Ｂ層に見られる、強い力でぼろぼろと

くずれてしまう火山灰が固まってできた

岩石をぎょう灰岩とよんでいます。

（3）Ｇ層に見られる石灰岩は、貝がらやサ

ンゴなどの生物の死がいが固まってでき

たもので、炭酸カルシウムを多くふくむ

ことから、これにうすい塩酸を加えて溶

かすと二酸化炭素が発生します。

（4）陸地に降った雨は、地表を流れてしま

うもののほかに、地中にしみこんで地下

水となるものがあります。地中にしみこ

んだ雨水は、粒がとても細かくすき間が

ないでい岩（ねん土）の層を通りぬけるこ

とができず、この層の上にたまって地下

水となります。
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（5）川から流されてきた土砂が海底に積

もるとき、小石のように重い粒はすぐに

しずんで河口に近い浅い海底に積もり、

ねん土とよばれる軽くて細かい粒は河口

からはなれた深い海底に積もります。こ

のことから、ねん土の固まったでい岩の

層であるＦ層は深い海底ででき、小石の

固まったれき岩の層であるＤ層は浅い海

底でできたもので、地層がＦ→Ｅ→Ｄと

積もるにしたがって、だんだん海の深さ

が浅くなっていったことがわかります。

（6）Ｄ層とＣ層の間に見られるガタガタ

としたさかい目を不整合面とよび、Ｄ層

が積もったあとに土地が上昇（隆起）して

一度地上に現れ、雨や風によって表面が

けずられて（これを風化作用という）でき

たものです。液体状のマグマが地層にし

ん入して冷えて固まったと考えられるＨ

層は、Ａ層以外の層をすべて切っている

ので、①〜⑤の中では最も新しく、Ｂ層

とＣ層の堆積が２番目に新しいできごと

になります。次が、Ｘの断層を切ってい

る不整合面の形成で、その次がしゅう曲

だけを切っている断層であるとわかりま

す。よって、しゅう曲→断層→不整合面

の形成→Ｂ層とＣ層の堆積→マグマのし

ん入となります。

5　浮力のはたらきについての問題

（1）水面に浮かんだ積み木が水を押しのけ

ることによって、水面の高さが1.5cm高

くなっているので、水面より下にある積

み木の体積は、50×1.5＝75（cm3）になり

ます。積み木は１辺の長さが５cmの立

方体なので、積み木の底面積は、5×5＝

25（cm2）となり、水面の下にある積み木

の長さが、75÷25＝3（cm）とわかります。

したがって、水面より上に出ている積み

木の長さは、5－3＝2（cm）になります。

（2）物体にはたらく浮力の大きさは、その

物体が押しのけた液体の重さと等しくな

ることがわかっているので、75cm3の水

を押しのけたこの物体には、75gの浮力

がはたらいていることになります。図２

で物体は、この浮力だけによって支えら

れているため、この積み木の重さが75g

であったことがわかります。

（3）図３のように積み木のすべてが水面

の下にあるときは、5×5×5＝125 （cm3）

の水が押しのけられ、この積み木にはた

らく浮力の大きさは125gになります。

（4）図３で、75gの積み木に125gの浮力が

はたらいているので、125－75＝50（g）

の力でばねを上向きに引っぱっているこ

とになります。そこで、このばねは80g

の力で2cmのびる性質があるとグラフで

わかるので、図３のように50gの力で引

いたときは、2× 50
80 ＝1.25（cm）だけの

びています。

（5）図３で、水中にあるばねの体積は考え

ないものとすると、容器の底から水面ま

での長さは、（500＋125）÷50＝12.5（cm）

になります。このことから、図３の状態

でばねだけの長さは、12.5－5＝7.5（cm）

となっていて、1.25cmのびる前のばね

の自然長（ばねに何もつるさないときの、

長さ）は、7.5－1.25＝6.25（cm）であった

ことがわかります。
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説
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�　

俵た
わ
ら

万ま

智ち

の
「
あ
る
日
、
カ
ル
カ
ッ
タ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

歌
人
の
俵
万
智
が
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
を
訪
ね
た
と
き
に
、
心
う
た

れ
た
こ
と
を
書
い
た
文
章
で
す
。

　

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
二
つ
。
一
つ
は
、
孤こ

児じ

院い
ん

の
孤

児
た
ち
が
、
確
か
に
愛
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
愛
情
の
絶
対
量
が

足
り
ず
、
か
れ
ら
が
愛
情
に
飢う

え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
す
な
お
に
愛

情
を
求
め
て
い
る
す
が
た
に
感
動
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
、「
死
」
も
「
ガ
ン
ジ
ス
川
」
も
人
々

の
日
常
に
組
み
込こ

ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
日
本
人
と
の
感

覚
の
違ち

が

い
に
お
ど
ろ
く
と
と
も
に
、
か
ん
た
ん
に
は
の
り
こ
え
ら
れ
な
い

文
化
の
違
い
と
い
う
も
の
を
筆
者
は
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

問
一　

こ
と
ば
の
知
識
に
関
す
る
問
題
で
す
。

　

ａ�　

と
つ
ぜ
ん
は
げ
し
く
泣
き
出
す
こ
と
を
「
火
が
つ
い
た
よ
う
に
泣

く
」
と
表
現
し
ま
す
。

　

ｂ�　

あ
ま
り
に
痩や

せ
こ
け
た
体
に
お
ど
ろ
き
、ま
る
で
「
紙
の
よ
う
に
」

軽
く
、
手
ご
た
え
が
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ｃ�　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
ひ
ま
わ
り
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
ひ
ま
わ
り

の
ま
わ
り
を
と
び
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
「
蝶ち

ょ
う

」
で
す
ね
。

　

ｄ�　

子
ど
も
が
手
足
を
か
ら
め
て
だ
き
つ
い
て
い
る
よ
う
す
を
、
木
に

と
ま
っ
た
「
蝉せ

み

」
に
た
と
え
て
い
ま
す
。

問
二　
「
私
の
麦
わ
ら
帽ぼ

う

子し

を
か
ぶ
せ
て
や
っ
た
。
と
、
み
る
み
る
広
が

る
笑
顔
」
や
「
次
々
と
帽
子
を
か
ぶ
せ
て
ま
わ
る
と
、
帽
子
の
下
に
ぱ

あ
っ
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
」
か
ら
、
帽
子
を
の
せ
る
と
笑
顔
に
な
る
こ

と
や
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
を
「
ひ
ま
わ
り
に
な
る
」
と
表
現
し
て
い

る
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

問
三　

抱
き
あ
げ
た
子
ど
も
を
地
面
に
戻も

ど

そ
う
と
す
る
と
離
れ
よ
う
と
し

な
い
の
で
、
筆
者
は
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
「
愛
情
の
絶
対
量
が
足
り

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
を
思
う
と
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

問
四　

こ
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
孤
児
院
の
子
ど
も
た
ち
が
愛
情

に
飢
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
教
育
に
も
… 

…
」
と
い
う
こ
と
ば
が
登
場
し
た
の
で
す
。

問
五　

あ
た
り
ま
え
と
い
う
の
は
「
学
び
た
い
」
と
い
う
心
こ
そ
教
育
の

出
発
点
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
子
ど
も
た
ち
は
満
足
に

教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
短
い
時
間
し
か
授
業
を
受
け
ら
れ
な

い
の
で
「
学
び
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

対
し
て
日
本
の
現
状
を
筆
者
は
、「『
知
り
た
い
』『
学
び
た
い
』
と
い

う
気
持
ち
が
湧わ

く
ま
え
に
、
ど
ん
ど
ん
詰つ

め
こ
ま
れ
る
と
い
う
の
は
、

あ
ま
り
幸
せ
な
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
は
子
ど
も
た
ち
が
「
学
び
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で

き
な
い
と
筆
者
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し

た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ

つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

1
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問
六　

こ
の
直
後
に
「
じ
め
じ
め
し
て
い
な
い
と
い
え
ば
、
孤
児
院
で
生

後
数
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
い
た
シ
ス
タ
ー
の
顔
が
思
い
出
さ
れ

る
」
と
具
体
的
に
説
明
し
て
い
ま
す
。「
捨
て
ら
れ
て
い
た
不
幸
よ
り

も
こ
こ
ま
で
育
っ
た
幸
せ
を
、
シ
ス
タ
ー
は
見
つ
め
て
い
る
」
の
で
、

つ
ね
に
「
幸
せ
」
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
じ
め
じ
め

し
て
い
る
ひ
ま
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
が
理
由
の

一
つ
に
な
り
ま
す
。

問
七　

愛
情
を
抽ち

ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

に
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
考

え
て
い
る
内
容
を
こ
と
ば
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
施し

設せ
つ

で
は
、
愛
情
を
こ
と
ば
で
説
明
す
る
の
で
は

な
く
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
に
対
す
る
愛
情
を
行
動
で
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
具
体
的
な
こ
と
」
に
あ
た
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
ウ
」
だ
け

は
、
筆
者
が
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
話
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

人
々
へ
の
愛
情
を
行
動
で
示
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
八　
「
動
詞
」
と
は
動
作
を
表
す
こ
と
ば
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
洗せ

ん

濯た
く

を
す
る
、
食
器
を
洗
う
、
体
を
洗
う
、
歯
を
磨み

が

く
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と

い
う
よ
う
な
日
常
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

ガ
ン
ジ
ス
川
は
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
の

で
す
。
し
か
も
、
ガ
ン
ジ
ス
川
は
歯
を
磨
く
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
ゴ

ミ
を
捨
て
る
こ
と
さ
え
ゆ
る
さ
れ
た
場
な
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
人
に

は
、
少
し
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

問
九　
「
東
京
で
は
『
流
れ
に
逆
ら
わ
な
い
』」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

一
方
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
「
流
れ
に
逆
ら
う
く
ら
い
の
強
い
意
志
を
持
た

な
く
て
は
…
…
た
ど
り
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
十　

各
選せ

ん

択た
く

肢し

を
吟ぎ

ん

味み

し
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　

シ
ス
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
確
か
な
愛
情
を
注
い
で
く
れ
て
い

ま
す
が
、
愛
情
の
絶
対
量
は
足
り
な
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
満
ち
足
り
て
は
い
ま
せ
ん
。
愛
情
に
飢
え
て
い
る
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

イ�　

子
ど
も
た
ち
は
シ
ス
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
確
か
な
愛
情
を

う
け
て
い
る
か
ら
、
無
防
備
に
愛
情
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ�　

カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
「
死
」
が
日
常
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
、
本

文
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ガ
ン
ジ
ス
川
に
死
体
が
流
れ
て

い
て
も
、
そ
れ
も
自
然
な
こ
と
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
本
文
の
内
容
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　

エ�　

イ
ン
ド
と
日
本
と
の
文
化
の
へ
だ
た
り
は
確
か
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
離は

な

れ
る
前
日
に
は
、

す
っ
か
り
慣
れ
て
雑ざ

っ

踏と
う

の
中
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
大
き
な

へ
だ
た
り
で
も
、
い
つ
ま
で
も
違い

和わ

感か
ん

を
ひ
き
ず
り
つ
づ
け
る
と
は

か
ぎ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
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�　

大お
お

野の

晋す
す
む

の
「
日
本
語
の
年
輪
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

言
葉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
構
造
や
価
値
観
が
反
映
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
言
葉
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
を
生
み
だ
し
た

社
会
の
文
化
や
価
値
観
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
上
下
関
係
に
深
い
注
意
を
払は

ら

う
日
本
で
は
、
そ
れ
が
言
葉

の
体
系
に
表
れ
て
お
り
、
そ
の
言
葉
を
使
い
こ
な
す
に
は
、
そ
の
価
値
観

を
わ
が
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

一
方
、「
自
然
」
と
「
自
分
」
と
を
対
比
的
に
と
ら
え
よ
う
と
は
せ
ず
、

一
体
の
も
の
と
考
え
て
い
た
日
本
人
に
は
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も

の
が
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
問
一　

前
後
の
関
係
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ�　

Ａ
の
前
に
は
「
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
Ａ
の
後
に
は
「
分
っ
て
く
る
」
と
、
反
対
の
内
容
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｂ�　

Ｂ
の
前
に
は
「
お
ろ
す
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
が
あ
り
、
Ｂ
の
後

に
は
「
お
と
す
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ�　

直
前
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
あ
っ
て
、
日
本
語
に
欠
け
て
い
る
言

葉
」
の
例
と
し
て
、
英
語
の
ネ
イ
チ
ュ
ア
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｄ�　
「『
自
然
』
が
『
人
間
』
に
対
立
す
る
一
つ
の
物
と
し
て
捉と

ら

え
ら
れ

な
か
っ
た
の
は
…
…
深
い
遠
い
由
来
を
持
つ
」
が
、原
因
と
な
っ
て
、

そ
の
結
果
「
…
…
日
本
人
は
『
自
然
』
を
一
つ
の
物
と
見
る
考
え
方

を
身
に
つ
け
ず
に
来
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
二　

本
文
に
「
人
に
物
を
与あ

た

え
、
渡わ

た

す
こ
と
を
敬
意
を
こ
め
て
言
う
に

は
、
日
本
語
で
は
、
物
を
上
に
あ
げ
、
下
に
く
だ
さ
る
と
い
う
言
葉
を

使
う
」
と
あ
り
ま
す
。

問
三　

敬
意
を
こ
め
た
言
葉
を
使
う
の
は
、
日
本
人
が
「
上
下
関
係
」
に

深
い
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
す
。
敬
語
と
は
上
下

関
係
を
表
す
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
四　
「
そ
の
単
語
や
文
法
の
ワ
ク
」
を
身
に
つ
け
る
と
は
、
た
ん
に
言

葉
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
敬
語
と
い
う
「
ワ
ク
」
を
身
に

つ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
「
ワ
ク
」
が
身
に
つ
い
た

後
は
、
そ
の
「
ワ
ク
」
に
し
た
が
っ
て
、
相
手
と
の
関
係
を
判
断
し
、

言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
言
葉
に
こ
め
ら
れ
た
文
化

や
価
値
観
を
も
と
に
物
を
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
五　

こ
の
後
に
「
こ
の
『
申
す
』
と
『
言
う
』
の
相そ

う

違い

」
と
か
、「
英

語
・
ド
イ
ツ
語
に
は
、
日
本
語
に
あ
る
こ
の
区
別
が
無
く
、『
申
す
』

も
『
言
う
』
も
一
つ
の
単
語
で
表
現
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
は
、「
申
す
」
と
「
言
う
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解

で
き
ま
す
。「『
子
ど
も
が　
ま
す
に
は
…
…
』
と
い
う
言
葉
か
ら

人
々
は
、
母
親
が
先
生
と
話
し
て
い
る
場
面
を
想
像
す
る
」
と
あ
り
ま

す
か
ら
、
ａ
は
正
し
い
謙け

ん

譲じ
ょ
う

表
現
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
し

か
し
「
申
す
ま
す
」
と
い
う
言
葉
づ
か
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
「
申
し

ま
す
」
と
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
ｂ
の
「
言
う
ま

す
」
を
「
言
い
ま
す
」
に
変
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
答
え
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。

問
六　

文
中
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
は
、
古
代
の

2
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日
本
人
が
、『
自
然
』
を
人
間
に
対
立
す
る
一
つ
の
物
と
し
て
、
対
象

と
し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
」
あ
る
い
は
、

「
自
分
に
対
立
す
る
一
つ
の
物
と
し
て
、
意
識
の
う
ち
に
確
立
し
て
い

な
か
っ
た
」
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
ア
」
で
す
。

問
七　
「
風
」
に
は
そ
の
よ
う
な
よ
う
す
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
の
「
風
」
は
社
会
の
よ
う
す
を
表
し
ま
す
の
で
、「
世
の
中
の
傾け

い

向こ
う

」
と
い
う
意
味
の
「
風
潮
」
が
い
ち
ば
ん
意
味
の
近
い
言
葉
だ
と
い

え
ま
す
。

問
八　

こ
の
場
合
の
「
人
々
」
と
は
日
本
人
を
さ
し
ま
す
。
直
前
に
、
そ

の
日
本
人
が
「
自
然
と
共
に
い
る
と
い
う
よ
り
も
、『
自
然
』
と
溶と

け

合
い
、『
自
然
』
に
対
し
て
自
と
他
と
い
う
、
は
っ
き
り
し
た
区
別
を

持
た
な
い
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
年
を
と
っ
た
ら
山
の

麓ふ
も
と

に
小
屋
を
建
て
て
住
み
た
い
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
考
え
の
表

れ
で
す
。

問
九　

こ
こ
で
は
、
日
本
人
が
「
自
然
」
と
い
う
も
の
を
意
識
と
し
て
確

立
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
も
存
在
し
な
か
っ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
十　

各
選
択
肢
を
吟ぎ

ん

味み

し
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　
「
同
じ
く
ら
い
に
、
新
し
い
言
葉
を
作
り
出
し
て
い
く
」
が
誤あ

や
ま

り

で
す
。
本
文
に
は
「
子
供
は
自
分
で
言
葉
を
作
る
こ
と
も
、
稀ま

れ

に
あ

る
が
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

イ�　

本
文
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
、
自
然
は
、
人
間
が
そ
れ
に

働
き
か
け
、
変
革
し
、
破は

壊か
い

し
、
人
間
に
役
立
つ
も
の
を
作
り
出
す

素
材
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
本
文
の
内
容
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ�　
「
ほ
ん
も
の
の
自
然
以
上
に
大
切
に
す
る
」
が
誤
り
で
す
。
本
文

に
は
「
小
さ
い
箱
庭
の
よ
う
な
庭
を
作
り
、
自
然
を
そ
こ
に
移
し
入

れ
る
。
い
つ
も
自
然
と
共
に
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
日
本
人
の
自
然
に

対
す
る
対
し
方
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
ほ
ん
も
の
か
で

は
な
く
、
つ
ね
に
自
然
と
共
に
あ
り
た
い
と
い
う
日
本
人
の
意
識
の

表
れ
だ
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

エ�　
「
そ
こ
に
違
い
は
見
ら
れ
な
い
」
が
誤
り
で
す
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
と
っ
て
、
自
然
は
、
人
間
が
そ
れ
に
働
き
か
け
、
変
革
し
、
破

壊
し
、
人
間
に
役
立
つ
も
の
を
作
り
出
す
素
材
で
あ
る
」
の
に
対
し

て
、「
日
本
人
は
自
然
を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
人
間
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
よ
り
も
、
自
分
の
生
活
の
中
に
自
然
を
持
ち
込
ん
で
こ
よ
う
と

す
る
」
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
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